
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
導電性のコンタクトと、該コンタクトを保持したインシュレータとを含み、基板上に実装
されかつ接続対象物と接続して前記基板と前記接続対象物とを「略平行な状態で」相互に
接続するコネクタにおいて、
前記コンタクトは前記インシュレータに保持 保持部と、前記接続対象物に接続
するよう前記保持部から一側方向へ延びている接触部と、前記基板に接続する

端子部と、該端子部の近傍に設けた突起部とを有し、
前記保持部は前記インシュレータに保持される圧入部を有し、

ことを特
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されている
よう前記一

側方向の端部分に形成した

前記接触部は前記保持部側から前記突起部側へ向けて延びておりかつ前記端子部及び前記
圧入部間に位置しており、
前記接触部の先端部分には、前記接続対象物に接触させるように突出している接点部が形
成されており、該接点部が前記保持部と前記突起部との間に位置しており、
前記インシュレータには前記突起部を受容しかつ前記突起部に当接することによって前記
端子部が前記接続対象物側へ移動するのを阻止する受容部が設けられており、
前記突起部が前記コンタクトの板厚方向の一方へ突出しかつ前記端子部の近傍に形成した
突起板部の中央部分に位置するように形成されており、
前記受容部が複数並列して設けた前記コンタクトのそれぞれを隔離するための隔壁部によ
って形成されており、
前記突起部と前記圧入部とが前記一側方向を直交する上下方向に配置されている



徴とするコネクタ。
【請求項２】
請求項１記載のコネクタにおいて、

ことを特徴とするコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、基板と接続対象物とを相互に接続するコネクタに属する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のコネクタは、図１０及び図１１に示すように、導電性の第１のコンタクト５０と、
導電性の第２のコンタクト６０と、第１及び第２のコンタクト５０，６０の複数を交互に
かつ並列に配置して保持したインシュレータ７０とを有している。
【０００３】
図１１に示すように、プリント回路基板のような基板９０上に実装される。基板９０に実
装されたコネクタには、ＦＰＣ（フレキシブル・プリンテッド・サーキット）のような接
続対象物１００の先端部分が置かれることによって、基板９０と接続対象物１００とが第
１及び第２のコンタクト５０，６０を介して相互に接続される。この実施の形態例におい
ては、インシュレータ７０内で基板９０と接続対象物１００とが略平行な状態で相互に接
続されるものである。
【０００４】
第１のコンタクト５０は、インシュレータ７０に保持される第１の保持部５１と、この第
１の保持部５１の一側方向（以下、第１の方向Ａと呼ぶ）における前方部分に形成されて
いる第１の接触部５２と、第１の保持部５１からもっとも離れている第１の方向Ａにおけ
る一端端部分に形成されている第１の端子部５３とを有している。
【０００５】
第１の端子部５３は、基板９０の実装面である一面に設けられている基板導電部（図示せ
ず）に半田によって接続されるものである。さらに、第１のコンタクト５０は、第１の保
持部６１及び第１の端子部５３間を連結している第１の連結部５５と、第１の保持部５１
から第１の連結部５５に対向するように第１の方向Ａへ延びている第１の腕部５６とを有
している。
【０００６】
第１の接触部５２は、第１の端子部５３の近傍から第１の連結部５５に対向するように第
１の方向Ａとは逆向きの第２の方向Ｂへ延びている。
【０００７】
第１の保持部５１には、インシュレータ７０に圧入させて係止させるように突出している
第１の圧入部５１ａが形成されている。第１の接触部５２の先端部分には、接続対象物１
００の一面に設けられている対象導電部（図示せず）に接触させるように突出している第
１の接点部５２ａが形成されている。また、第１の腕部５６先端部分には、第１の接点部
５２ａに対向している腕突部５６ａが形成されている。
【０００８】
第２のコンタクト６０は、図１１に示すように、インシュレータ７０に保持される第２の
保持部６１と、この第１の保持部６１から第１の方向Ａへ延びている第２の接触部６２と
、第２の保持部６１に接続されている第２の端子部６３と、第２の接触部６２に対して間
隔をもって第２の保持部６１から第１の方向Ａへ延びている第２の腕部６３とを有してい
る。
【０００９】
第２の接触部６２は、第２の腕部６３に接触しないように所定間隔をもって位置しており
、第１の方向Ａで第２の腕部６３よりも少し長い寸法で延びている。
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前記受容部は前記突起部と当接して前記基板側へ前記
端子部を押し付けることによって前記端子部が前記接続対象物側へ移動するのを阻止する
移動阻止部を有している



【００１０】
第２の腕部６３には、インシュレータ７０に圧入させて係止させるように突出している第
２の圧入部６３ａが形成されている。第２の接触部６２の先端部分には、接続対象物１０
０の一面に設けられている対象導電部（図示せず）に接触させるように突出している第２
の接点部６２ａが形成されている。第２の端子部６３は、基板９０の実装面である一面に
設けられている基板導電部（図示せず）に半田によって接続されるものである。この第２
の端子部６３は、第１の端子部５３とは逆となる第２の方向Ｂの先端側に位置している。
【００１１】
インシュレータ７０は、基板９０に対向させる実装側板部７０ａと、この実装板部７０ａ
に対して平行な天板部７０ｂと、実装側板部７０ａ及び天板部７０ｂ間に形成されている
第１の隔壁部７３及び第２の隔壁部７４とを有している。
【００１２】
このインシュレータ７０は、略長箱形状を呈しているものである。インシュレータ７０に
は、実装側板部７０ａ、天板部７０ｂ、及び第１及び第２の隔壁部７３，７４によって第
１のコンタクト５０を収容するための第１の収容穴７５と、第２のコンタクト６０を収容
するための第２の収容穴７６とが形成されている。
【００１３】
第１及び第２の収容穴７５，７６は、インシュレータ７０の長手方向を直交する幅方向、
即ち、第１及び第２の方向Ａ，Ｂで貫通している。インシュレータ７０には、長手方向を
複数に隔離するように複数の第１及び第２の隔壁部７３，７４が所定間隔をもって交互に
位置しており、第１及び第２の隔壁部７３，７４によって間に第１及び第２の収容穴７５
，７６がインシュレータ７０の長手方向で交互に形成されている。インシュレータ７０に
は、第１及び第２のコンタクト５０，６０が第１の圧入部５１ａ及び第２の圧入部６３ａ
で圧入されることによって固定されている。
【００１４】
なお、接続対象物１００は、第１の接点部５２ａ及び腕突部５６ａ間、第２の接点部６２
ａ及びインシュレータ７０の天板部７０ｂ内壁面間に置かれた状態で、可動板８０によっ
て第１の接点部５２ａ及び第２の接点部６２ａへ押圧されることによって接続される。
【００１５】
第１及び第２の圧入部５１ａ、６３ａと、基板９０の基板導電部への半田付けする第１及
び第２の端子部５３，６３とは、左右方向に離れているため、第１の端子部５３の上下方
向寸法が安定しなかったり、弱い外力によって第１の端子部５３が上下に移動してしまう
。
【００１６】
したがって、第１の端子部５３から第２の方向Ｂへ延びている係止部５４が、実装板部７
０ａの第１の方向Ａ側の先端に形成されている突部７４に係止することによって第１の端
子部５３の移動を防止している。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のコネクタの構成であると、係止部５４と突部７４とが上下方向に重
なるため、コネクタ全体の高さ寸法を低くすることが困難である。
【００１８】
それ故に本発明の課題は、実装高さ低くでき、狭いピッチ間隔にコンタクトを設けるイン
シュレータにおいても適用でき、さらに端子部の寸法精度のよいコネクタを提供すること
にある。
【００１９】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば、導電性のコンタクトと、該コンタクトを保持したインシュレータとを含
み、基板上に実装されかつ接続対象物と接続して前記基板と前記接続対象物とを相互に接
続するコネクタにおいて、
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前記コンタクトは前記インシュレータに保持 保持部と、前記接続対象物に接続
するよう前記保持部から一側方向へ延びている接触部と、前記基板に接続する

端子部と、該端子部の近傍に設けた突起部とを有し、前記保持
部は前記インシュレータに保持される圧入部を有し、

ことを特徴とするコネクタが得られる。
【００２０】
【作用】
本発明では、基板上にインシュレータが設置され、インシュレータにコンタクトの保持部
が保持され、コンタクトの接触部が接続対象物に接続する。
【００２１】
保持部に形成されている圧入部は、インシュレータに圧入されて保持される。
【００２２】
コンタクトの突起部は、インシュレータの受容部に受容され、受容部に当接することによ
って端子部が接続対象物側へ移動するのを阻止する。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、本発明に係るコネクタの一実施の形態例を説明する。図１及び図
２は、コネクタの一実施の形態例を示している。
【００２４】
図１及び図２を参照して、コネクタは、導電性の第１のコンタクト１０と、導電性の第２
のコンタクト２０と、第１及び第２のコンタクト１０，２０の複数を交互にかつ並列に配
置して保持したインシュレータ３０とを有している。
【００２５】
コネクタは、図３に示すように、プリント回路基板のような基板９０上に実装される。基
板９０に実装されたコネクタには、ＦＰＣ（フレキシブル・プリンテッド・サーキット）
若しくは基板９０と同様なプリント回路基板のような接続対象物１００の先端部が置かれ
ることによって、基板９０と接続対象物１００とが第１及び第２のコンタクト１０，２０
を介して相互に接続される。この実施の形態例においては、インシュレータ３０内で基板
９０と接続対象物１００とが略平行な状態で相互に接続されるものである。
【００２６】
第１及び第２コンタクト１０，２０は、いずれも金属性の導電板を所定のコンタクト形状
に打ち抜き加工を施すことによって作られている。第１のコンタクト１０は、インシュレ
ータ３０に保持される第１の保持部１１と、この第１の保持部１１の一側方向（以下、第
１の方向Ａと呼ぶ）における中間部分に形成されている第１の接触部１２と、第１の保持
部１１からもっとも離れている第１の方向Ａにおける一端端部分に形成されている第１の
端子部１３とを有している。
【００２７】
第１の端子部１３の近傍には、突起板部１４ａが形成されている。突起板部１４ａにはそ
の板面を板厚方向へ切り起こして突出させた突起部１４が形成されている。突起板部１４
ａは、第１の方向Ａの方が、この第１の方向Ａを直交する上下方向の寸法よりも大きい幅
寸法に形成されている。
【００２８】
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されている
よう前記一

側方向の端部分に形成した
前記接触部は前記保持部側から前記

突起部側へ向けて延びておりかつ前記端子部及び前記圧入部間に位置しており、前記接触
部の先端部分には、前記接続対象物に接触させるように突出している接点部が形成されて
おり、該接点部が前記保持部と前記突起部との間に位置しており、前記インシュレータに
は前記突起部を受容しかつ前記突起部に当接することによって前記端子部が前記接続対象
物側へ移動するのを阻止する受容部が設けられており、前記突起部が前記コンタクトの板
厚方向の一方へ突出しかつ前記端子部の近傍に形成した突起板部の中央部分に位置するよ
うに形成されており、前記受容部が複数並列して設けた前記コンタクトのそれぞれを隔離
するための隔壁部によって形成されており、前記突起部と前記圧入部とが前記一側方向を
直交する上下方向に配置されている



なお、突起部１４については、後述するインシュレータ３０について説明する際に詳細に
説明することにする。また、第１の端子部１３は、基板９０の実装面である一面に設けら
れている基板導電部（図示せず）に半田によって接続されるものである。
【００２９】
さらに、第１のコンタクト１０は、第１の保持部１１及び第１の端子部１３間を連結して
いる第１の連結部１５と、第１の保持部１１の近傍で第１の連結部１５に接続されて第１
の連結部１５に対向するように第１の方向Ａへ延びている第１の腕部１６とを有している
。
【００３０】
第１の接触部１２は、第１の連結部１５の中間部分に接続されており、第１の連結部１５
に対向するように第１の方向Ａへ延びている。即ち、第１の接触部１２は、第１の連結部
１５及び第１の腕部 間で第１の連結部１５及び第１の腕部 に接触しないように所
定間隔をもって位置している。
【００３１】
第１の接触部１２は、第１の腕部１６の よりも第１の方向Ａで短い寸法で延びて
いる。また、第１の腕部１６の先端部分は、第１の方向Ａで第１の端子部１３を接続して
いる第１の連結部１５の一端側に対向するように位置している。
【００３２】
第１の保持部１１には、インシュレータ３０に圧入させて係止させるように突出している
第１の圧入部１１ａが形成されている。第１の接触部１２の先端部分には、接続対象物１
００の一面に設けられている対象導電部（図示せず）に接触させるように突出している第
１の接点部１２ａが形成されている。第１の腕部１６ 略湾曲形状の腕係合
部１６ａ
【００３３】
したがって、第１のコンタクト１０は、第１の圧入部１１ａと突起部１４との間に第１の
接触部１２が位置しており、第１の圧入部１１ａと突起部１４とが第１の方向Ａを直交す
る上下方向で極めて短い寸法間隔において接近して配置されている。
【００３４】
また、第１のコンタクト１０では、突起部１４が突起板部１４ａの略中央に形成されてお
り、突起板部１４ａは第１の方向Ａのほうが、この第１の方向Ａを直交する上下方向の寸
法よりも大きい幅寸法に形成されているので、第１のコンタクト１０は、図１左から右へ
インシュレータ３０に押し込み組み立てるときに、薄い板形状のコンタクト１０が変形し
にくい構成になっている。
【００３５】
第２のコンタクト２０は、図２及び図４に示すように、インシュレータ３０に保持される
第２の保持部２１と、この第１の保持部２１から第１の方向Ａへ延びている第２の接触部
２２と、第２の保持部２１に接続されている第２の端子部２３と、第２の接触部２２に対
して間隔をもって第２の保持部２１から第１の方向Ａへ延びている第２の腕部 とを有
している。
【００３６】
第２の接触部２２は、第２の腕部 に接触しないように所定間隔をもって位置しており
、第１の方向Ａで第２の腕部 よりも短い寸法で延びている。
【００３７】
第２の保持部２１には、インシュレータ３０に圧入させて係止させるように突出している
第２の圧入部２１ａが形成されている。第２の接触部２２の先端部分には、接続対象物１
００の一面に設けられている対象導電部（図示せず）に接触させるように突出している第
２の接点部２２ａが形成されている。第２の端子部２３は、基板９０の実装面である一面
に設けられている基板導電部（図示せず）に半田によって接続されるものである。第２の
端子部２３は、第１の端子部１３とは逆となる第２の方向Ｂの先端側に位置している。
【００３８】
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インシュレータ３０は、基板９０に対向させる実装側板部３０ａと、この実装板部３０ａ
に対して平行な天板部３０ｂと、実装側板部３０ａ及び天板部３０ｂ間に形成されている
第１の隔壁部３３及び第２の隔壁部３４とを有している。
【００３９】
この実施の形態例におけるインシュレータ３０は、図５乃至図７にも示すように、略長箱
形状を呈しているものである。インシュレータ３０には、実装側板部３０ａ、天板部３０
ｂ、及び第１及び第２の隔壁部３３，３４によって第１のコンタクト１０を収容するため
の第１の収容穴３５と、第２のコンタクト２０を収容するための第２の収容穴３６とが形
成されている。
【００４０】
第１及び第２の収容穴３５，３６は、インシュレータ３０の長手方向を直交する第１及び
第２の方向Ａ，Ｂである幅方向で貫通している。インシュレータ３０には、長手方向を複
数に隔離するように複数の第１及び第２の隔壁部３３，３４が所定間隔をもって交互に位
置しており、第１及び第２の隔壁部３３，３４によって間に第１及び第２の収容穴３５，
３６がインシュレータ３０の長手方向で交互に形成されている。
【００４１】
一つの第１のコンタクト１０は、第１及び第２の隔壁部３３，３４間である一つの第１の
収容穴３５に位置しており、一つの第２のコンタクト２０は、第１及び第２の隔壁部３３
，３４間である一つの第２の収容穴３６に位置している。
【００４２】
したがって、インシュレータ３０には、複数の第１及び第２の隔壁部３３，３４が長手方
向へ交互に配置されており、図８及び図９に示すように、これらの第１及び第２の隔壁部
３３，３４間の第１及び第２の収容穴３５，３６のそれぞれに第１及び第２のコンタクト
１０，２０が交互に配置されている。
【００４３】
なお、図１に示したコネクタの断面は、図８のＩ－Ｉ線断面に相当し、図４に示したコネ
クタの断面は、図８のＩＶ－ＩＶ線断面に相当する。
【００４４】
図２及び図４によって示したように、第１の隔壁部３３の端部には、第１の方向Ａにおけ
るコンタクト１０の突起部１４を受容するための受容部３８が形成されている。受容部３
８には、コンタクト１０の板厚方向において一方面上に突出するように形成されている第
１の突起部１４が入り込んでいる。
【００４５】
受容部３８は、突起部１４と当接することによって端子部１３を接続対象物１００側へ移
動するのを 移動阻止部３９を有している。移動阻止部３９は、基板９０側
へ第１の端子部１３を押し付ける役目を果たしている。
【００４６】
さらに、第１の端子部１３は、実装側板部３０ａを第１の方向Ａの端部で切り欠いて形成
した切り欠き部３０ｇから下部分が少し突出しており、基板９０の基板導電部に半田付け
によって接続される。
【００４７】
一方、第２の端子部２３は、実装側板部３０ａを第２の方向Ｂの端部で切り欠け形成され
ている切り欠き部３０ｍから下部分が少し突出しており、基板９０の基板導電部に半田付
けによって接続される。
【００４８】
第１の収容穴３５には、第２の方向Ｂの先端部側が他の部分よりも小さい寸法形状になっ
ている第１の付加穴３５ｆが形成されている。第１の付加穴３５ｆには、コンタクト１０
の第１の保持部１１が位置しており、第１の圧入部１１ａが天板部３０ｂ側のインシュレ
ータ３０における壁部分に圧入されている。
【００４９】
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また、第２の収容穴３６には、第２の方向Ｂの先端部側でコンタクト２０の第２の保持部
２１が位置しており、第２の圧入部２１ａが天板部３０ｂの壁部分に圧入されている。
【００５０】
突起部１４を受容する受容部３８は、インシュレータ３０の第１及び第２の収容穴３５，
３６に繋がる形の溝であってもよい。なお、受容部３８は、前述したように溝でもよいが
、コネクタにおける第１及び第２のコンタクト１０，２０間の配列が狭ピッチであると、
溝と第２のコンタクト２０の第２の収容穴３６との間の肉厚寸法が充分にとれなくなるた
め、この実施の形態例では、この肉厚み寸法をなくして貫通させている。
【００５１】
第１のコンタクト１０は、図１左から右へインシュレータ３０に組み立てられる。第２の
コンタクト２０は図４の右から左へインシュレータ３０に組み立てられる。
【００５２】
組み立て後、突起部１４は、移動阻止部 により上への移動を阻止されるので、第１の
端子部１３の図３における下方向への位置精度が高まるとともに、第１の端子部１３に下
から外力が加わっても第１の圧入部１１ａを支点に回転して上方へ移動してしまうことが
ない。
【００５３】
インシュレータ３０の実装側板部３０ａは、第１の方向Ａで天板部３０ｂよりも長く延び
ている。したがって、第１の方向Ａの前方側で天板部３０ｂが存在しない部分が開口部３
０ｐとなっている。そして、第１の接点部１２ａ、第１の端子部１３及び第１の腕部１６
の が開口部３０ｐに位置している。この開口部３０ｐには天板部３０ｂよ
りも少し下がった位置で開口部３０ｐを覆う可動板４０が取り付けられている。可動板４
０は、インシュレータ３０の長手方向の両側に位置している一対の側板部３０ｒ，３０ｒ
に軸支されて開口部３０ｐを開閉可能としている。
【００５４】
また、可動板４０の第２の方向Ｂにおける端部は、開口部３０ｐを閉塞したときに、第１
の腕部１６における の下と、第２の端子部２３の下とに当接しているが、
開口部３０ｐを開くときに回動の邪魔にならないように、逃げ部４０ａが形成されている
。
【００５５】
可動板４０を引き上げて開口部３０ｐが開放されたときには、接続対象物１００の先端部
を第１の接触部１２及び第１の腕部１６間、第２の接触部２２及び 間へ挿
入することができる。
【００５６】
そして、第１の接点部１２ａ及び第２の接点部２２ａには、接続対象物１００の対象導電
部が一対一に載せられる。この後、可動板４０を元の位置へ倒して開口部３０ｐを閉塞す
ると、第１の接点部１２ａ及び第２の接点部２２ａに接続対象物１００の対象導電部を押
された状態で接触させることができる。
【００５７】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明のにおいては、突起部が受容部の移動阻止部により上への移
動を阻止されるので、端子部の下方向への位置精度が高まるとともに、端子部に下から外
力が加わっても圧入部を支点に回転して上方へ移動してしまうことがなく、寸法精度のよ
いコネクタを提供できる。
【００５８】
コンタクトは突起部が隔壁部の受容部に受容されるので、隔壁部を薄厚寸法にでき、狭い
ピッチ間隔で複数を並列して配置できるので狭いピッチでコンタクトを収容するコネクタ
においても適用できる。
【００５９】
また、突起部と圧入部は上下方向で 近接して位置しているので、従来のコネクタよ
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りも上下方向に低いコネクタを提供できる。
【００６０】
さらに、コンタクトは大きな板面に形成されている の中央に突起部が形成されて
いるので、 を押してインシュレータへコンタクトを圧入するときにも、コンタク
トが変形し難い構成とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のコネクタに係る一実施の形態例を示し、第１のコンタクト部分で断面し
て示した断面図である。
【図２】図１に示したコネクタを第２のコンタクトの要部で断面して示した斜視図である
。
【図３】図１に示したコネクタの側面図である。
【図４】図１に示したコネクタを第２のコンタクト部分で断面して示した断面図である。
【図５】図１に示したコネクタの平面図である。
【図６】図５に示したコネクタの正面図である。
【図７】図５に示したコネクタの底面図である。
【図８】図５に示したコネクタの一方側要部を拡大して示した平面図である。
【図９】図８に示したコネクタの底面図である。
【図１０】従来のコネクタの断面図である。
【図１１】図１０に示したコネクタを別な部分で断面した断面図である。
【符号の説明】
１０，５０　　第１のコンタクト
１１，５１　　第１の保持部
１１ａ，５１ａ　　第１の圧入部
１２，５２　　第１の接触部
１３，５３　　第１の端子部
１４　　突起部
２０，６０　　第２のコンタクト
２１，６１　　第２の保持部
２１ａ，６３ａ　　第２の圧入部
２２，６２　　第２の接触部
２３，６３　　第２の端子部
３０，７０　　インシュレータ
３３，７３　　第１の隔壁部
３４，７４　　第２の隔壁部
３５，７５　　第１の収容穴
３６，７６　　第２の収容穴。
３８　　受容部
３９　　移動阻止部
９０　　基板
１００　　接続対象物
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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